
 

学校名 三原市立和木小学校

改善方策

   １０月     ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

95% 99% 104% A

保護者，子ども，教職員ともに学校に対し
て好印象で，本校教育活動について満足し
ていることが伺われる。重点目標を掲げて
成果を出し，その取組と結果を共有しなが
ら，分かりやすく保護者にも伝えている結
果であると考える。

○

95% 98% 103% A

小規模校のよさが生かされている結果であ
る。職員室で情報を共有し，少ない人員で
はあるが複数で対応しながら，きめ細かい
指導が行われている。

○

90% 100% 123% A

３部会においては，本校の実践をもとにして
提案を行なったり，部会での取組を本校の
実践にフィードバックしたりしながら，大和
町内の連携がより深められるよう，積極的
な取組を各自が進めている結果である。

○

学校での取組を家庭にも知らせ，
家庭と連携しながら取り組む必要が
ある。計画通りに進められているか
進捗状況をしっかり把握し，個別に
支援する。
　

 

フォロープリントを集中して解く時間
だけでなく，わからないところを質問
し，解決する課題克服の時間の充
実を図る。また，得点率の低かった
ところを個別指導等を通して確実に
理解させる。

お気に入りの本を紹介しあったり，
読書活動の発信・受信の場を設定
したりして，様々な分野の本に目を
向けさせる。

個に応じた目標を設定し，目標に到
達できたかどうかのふり返りをさ
せ，評価をする。"

○誰にでも進んで元気
な挨拶ができる。 95% 93% 97% B

○立ち止まって相手を見ながらの挨拶が校
内では定着している。
●家庭では自らが進んで挨拶ができていな
い。

○

○一日一つは他の人に
喜んでもらえることがで
きる。

90% 85% 94% B

○児童間でのありがとうの木への取組は概
ね満足できる。
●家庭における一日一膳の行動ができて
いない児童が多い。

○

○相手を尊重した適切
な言葉づかいができる。 85% 83% 97% B

○校内においては児童は適切な言葉づか
いを意識しながら活動している。
●家庭での言葉づかいは乱暴な言葉にな
る児童も見られる。

○

全種目で県平均を
超える。

○8種目中6種目で県平
均を超える。

体力テストの結果
6種目で

平均
クリア

5種目クリア 83% B
●８種目中５種目が県平均を超えた。今後
も体力向上の取組を継続する必要がある。 ○

保護者・児童のアンケート 90% 78% 86% B
○早寝が定着した児童が増加した。
●休日前後の遅寝が生活リズムの定着の
障害となっている児童がみられる。

○

保護者・児童のアンケート 80% 88% 110% A

○ほとんどの児童や保護者が「３色が揃っ
た朝食」を意識できている。
●朝食でも野菜不足があり，排便習慣が定
着しない児童が多い。

○

○基礎基本定着状況調査は県平均を８ポ
イント以上上回ることができた。このことか
ら，概ね基礎学力は定着していると言え
る。
○検定テストに向け，自分にあった自学計
画を立てさせ，目標通りに学習が進められ
ているかをふり返らせることで，計画的に学
習できる児童が増えた。
○国・算・社・理のフォロープリントを作成
し，かざみねタイムを使って全学年で取り組
んだことで，集中して検定テスト勉強をする
雰囲気ができた。児童の学習定着度をつ
かみ，補充をする上でも有効であった。
●宿題や自学を計画的に進めることができ
ず，寝る時刻が遅くなったり，質を高めるこ
とができなかったりする児童が数名いる。

○学習中の発表やノートやワークシートの
書き方等から，表現力が付いてきている。
○読書に関しては，朝読書，読み聞かせ，
家読，図書委員会の表彰により，児童の意
欲は高まった。
●好きな本や好きな分野の本をくり返し読
む子が多く，読書の幅に広がりがない。
○暗唱集（№１～№５）を作成したことで，
一層意欲が高まり，自主的に取り組む児童
が増えた。
●意欲的に取り組むことができる児童とで
きていない児童の差が開いた。

基本的生活習慣に
関わる他の目標（テ
レビ等）も肯定的評
価９０％以上にす

る。

○基本的生活習慣（早
寝・朝ごはん）を身につ
ける。

早寝（低：9時，中：９時30分，高：１０時）をめざ
し，懇談やたよりで意識付けしたり，重点週間
（学期に一度）を設定したりして取り組む。

友達や周りの人を
大切にできる力を育
む。
（肯定的評価９２％）

信
頼
さ
れ
る
学
校

逆上がり・とび箱・二重跳び等の各クラスの目
標を決めて取り組む。

健
や
か
な
体

確
か
な
学
力

欠席児童や問題行動はその日の内に連絡す
る。

大和町内で組織した知･徳･体の３部会の重点
目標の達成に向け，年間計画に沿って取組を
推進する。

確かな学力・豊かな心・健やかな体の重点目
標を達成するために,学級経営目標や各個人
の自己申告書の目標とのリンクを図る。

豊
か
な
心

「ありがとう」の木等，取り組みの評価を工夫
する。

クラスの係りや委員会活動等で目標を決めて
取り組み，認める場をもつ。

評 価

児童・教職員のアンケート

各学年でことばの目標（美しい日本語の暗唱
等）を決め，指導方法を工夫する。

低中学年：宿題をやりきらせる。
高学年　 ：自学の習慣を身につける。

各学年で読書の目標（時間，冊数等）を決めて
取り組む。

国･算・社･理の検定テスト・フォローアッププリ
ントを作成し，風峰タイムを中心に年間を通し
た取組を実施する。

児童・保護者・教職員のアン
ケート

国語84.4
算数86.9
９ポイント
上回る

112% A

コメント改善方策

赤･黄・緑の栄養バランスのよい朝ごはんを食
べることができるように，懇談やたよりで意識
付けしたり，重点週間（学期に一度）を設定し
たりして取り組む。

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

ｉ
達成度

ｆ　評価項目・指標

体育の始まりに，５分間チャレンジ
を継続して行う。特に，柔軟性，走
力を高める運動を必ず取り入れる。

朝食日記や早寝チャレンジカードは
重点週間を設定して今後も継続し
て行う。

保護者には，早寝や朝ごはんにつ
いて，学級だよりや保健だより等で
啓発活動を行う。

保護者からの信
頼は本当に厚
く，安心して通わ
すことが出来る
学校です。又，
学校の行事に参
加するのが楽し
いという保護者
の声をよく聞き
ます。

「言葉の力を身
につける」につ
いては，達成度
８５％ですが，新
しい方法を取り
入れてアップを
図っているので
よいと思いま
す。

平成23年度　　学校評価表 （　中間 ・ 最終　）

【ミッション】（自校の使命）　　知・徳・体の基礎・基本が身に付き，地域に愛着と誇りをもった児童の育成
【ビジョン】（自校の将来像）　保幼・小・中の連携を進め，小１プロブレムや中１ギャップのない，子どもが通いたい学校，保護者が通わせたい学校づくり

自己評価 学校関係者評価

校番（　２９　）

ａ　学校教育目標
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン
自ら伸びる　ともに伸びる

ｇ
目標値

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標

評価計画

ｅ　目標達成のための方策

児童が成長すれ
ばするほど，体
力が必要です。
今まで通り，体
力が付く教育を
してください。

平均を8
ポイント上

回る
県平均
国78.5
算77.8

欠席児童や問題行動へのすばやい
対応を継続するとともに，「確かな
学力」「豊かな心」「健やかな体」の
取組を町内で連携しながらより効果
を上げていく。

気持ちの良い正しい挨拶の仕方に
ついては前期児童会の挨拶運動の
取組が成果を挙げた。特にお手本
となる挨拶をする児童に対して，具
体的な良さをはっきりさせることで，
児童のやる気を高めた。今後は，
教職員が率先して挨拶運動を展開
し，自然な態度で気持ちのよい挨拶
が続けられるようにする。

「ありがとうの木」の実践が前期を
振返ると停滞傾向にあった。今後
は，後期児童会とも連携しながら，
友達の言動を認め，ともに伸びよう
とする意識を高めさせる。

挨拶は皆とても
大きな声でよく
出来ています。
相手（他人）を思
いやる気持ちを
大切にすること
のできる人間に
成長してほしい
と思います。

90% 77% 85% B

○

○通ってよかった，通わせてよかった，勤めて
よかった学校にする。
【肯定的評価９８％】←【肯定的評価９５％】

○問題行動に迅速に対応する。
【肯定的評価９８％】←【肯定的評価９５％】

クラスの係りや委員会・児童会活動等で目標
を決めて取り組み，認める場をもつ。

児童・保護者・教職員のアン
ケート

基礎基本定着状況調査と標
準学力調査の得点

基礎基本定着状況
調査・標準学力調査
の得点（全学年平均
を10ポイント超える）

○保幼・小・中の連携を深める。
【肯定的評価９５％】←【肯定的評価９０％】

◎基礎基本定着状況調
査・標準学力調査の得
点を上げる。

◎言葉の力を身に付け
させる。 ○

【ｊ：自己評価　評価】
Ａ：１００≦（目標達成）　　　B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価　評価】
イ：自己評価は適正である。　ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式１



【ｊ：自己評価　評価】
Ａ：１００≦（目標達成）　　　B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価　評価】
イ：自己評価は適正である。　ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。


